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第一圏各注射材料ト喰細胞敏「日食Jトノ関係（第一表乃至第三表参照）
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櫨
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各注射材料ト喰課i子盟主「子」トノ関係
（第四表乃至第六表参照）
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各注射材料ト被喰菌数「菌」トノ｜翻係

（第四表乃至第六表参照）

第七悶

各注射材料＝＝ル血液車位容積内白

血球数ノ推移（増減ノ比率＝示ス）

（第四表乃至第六表参照）
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煮、百煮、ユ 原

草語煮虫干生百；直謝？意；十ュ重二
原 it主

総干潟十 官主 I慮射
液

Cコ cコ、
一去三、一一ヨ三、Cコ

P-9 

一一Cコ、－」c，芳C、ココ、－ 一ーCーコ、官二c医h.!3 二コーー’Cコ
」三三L宇 c占巴前

十
白ーープて ーー・プZ ー，.、－ ー’言、 ー－-e －－－、~コ〈 ヨ1、一 、プ＂

ー三L国三、一§一ココ
、三E

主主← 三ー－三2ココ ー主ー－－主cコ2._ 宅呂 ーーc;~ココ 分 血

一 球ーー三丘 一 4，、- ーー，z・＇ ー－、~て
ーjーCコ：4ノ~、、コ" －ー、ヨア三ミ 十 数、区ヨ 、ノ、

三三且E、Cニ，＝コ~ ーニCエコアCコミ 一茎豆2._ ーー－－，~二ココ ーcコa ~コ可 分
ト

J吾、九 、五二／、、 、
－一ー－口a 斗－－三－三cコL フ回、ノD、 JーU】 C宮司3 六三5 一八ー一一ゴ ノ

--e 一入 ーJベドU ーで王哲手 一九 一t三シて三、3九fに・コ哲< 培、区土曜 、一一 、 誠

fl！］ 比
ーー司芳、王 ーー、ペ三ニ三 ーー、ヨ八ヰ 一ー－三4、－三7ャ~~ ー、ー瓦ノ、 －三－主三d、三主三三A三L三 何時＋ 君・. 主
一三旦孟三：~語亘言 五主主 主主i¥ 
ーーヨi － ~ －~ --e ー占、入、八、一、八、苗，、 時
企oc己コ －穴a六口 §，コ六ロ Cー！＇－＇コ0」 ニ穴ニロ r日同I 

生煮、雨抗原0.5括注射ユヨノレ血液単位容積内白血
球数ノi効能（増減比率＝テ示ス）（第七表参照）

一一寸一 一一一

1,,W}e千二〉千～円と三三三三ニヨJ

-. 
砂

生煮；雨抗原1.0姥注射ニヨル血液単位容積内白血
球数／動筏（増減比率＝テ示ス）（第七表参照） 四

第E十 闘

（第小山
狩

九
制
）

第 九 蹴

" 

ナ
グ
’
ヲ
指
示
ス
M
F

毛
ノ
ナ
リ
ノ
。

以
上
ノ
所
見
A

原
鴻
液
（
五
分
煮
沸
鴻
液
）
ハ
毒
力
強
大
－
一
ジ
ア
業
鴻
液
（
三
十
分
乃
至
百
二
十
分
煮
沸
滅
液
）
A

原
鴻
液
ヨ
y
モ
毒
力
弱
小

五
、
所
見
綿
括
反
ビ
考
察

質
験
第
一
及
ピ
第
一
一
ノ
成
績
ヲ
総
括
ジ
ア
第
八
表
ヲ
得
、

識
ジ
得
ペ
ジ
。

（
ニ
血
液
輩
位
容
積
内
贋
義
喰
細
胞
載
「
緯
喰
」
及
ピ
ソ
ノ
増
減
比
率
ノ
常
国
一
最
大
ナ

y
シ
A

原
漉
液
注
射
ノ
場
合
ナ

y
キ
。

之
ヲ
闘
示
シ
ア
第
十
一
及
ピ
第
十
二
闘
ヲ
得
タ
y
。之
－
一
譲
！
ア
究
ノ
諸
項
ヲ
認



A
w
h
w
 

ι可
H
＋
a曙

A

dド
E

E

 
一

／

一

／

ノ

一
一
／

7
L／
／

一
一
一
｜
」

L
円
以
V

（
二
）
血
液
軍
位
容
積
内
庚
義
喰
細
胞
数
「
総
喰
」
ノ
増
減
比
率
－
A

何

レ

全

箇

キ

↑

｜

｜

ノ
雄
被
－
一
，
プ
モ
注
射
量
タ

0
・
五
托
ヨ

Y
7
0括
－
一
一
増
量
セ
Y

－
一
相
蓮
行
シ
ア
増
大
シ
、
且
ッ
常
－
一
最
大
ノ
増
加
率
ヲ
一
不
セ
シ
一
原
誠
波
注
射

f

場
合
ニ
ジ
ア
、
三
十
分
業
鴻
液
注
射
ノ
場
合
之
一
一
夫
ギ
、
百
二
十
分
業
滅
液
注
射
ノ
場
合
最
小
ナ
リ
キ
。

（
三
）
喰
菌
作
用
ノ
標
徴
h
p
y
喰
細
胞
敷
「
喰
」
、
被
喰
菌
数
l

菌
」
、
喰
菌
子
敷
「
子
」
及
ピ
喰
菌
率
ノ
債
A

何
レ
ノ
鴻
液
－
一
－
プ
モ

0
・
五
托
ノ
場

合
ヨ
リ
モ
一
－

h
托
ノ
場
合
ノ
方
大
ナ
リ
キ
。
郎
チ
注
射
量
ガ
増
量
ス
U
F

ニ
相
蓮
行
ジ
－
プ
喰
菌
作
用
モ
亦
増
大
セ

9
0

第

八

表

各注射材料品ヨル喰蘭作用総括

第 第
験貧一一

一
者、百 煮三 E事 煮百 煮三 原 油

首章一 I慮十 鴻 穂－－ 滅十 担意 射
十 十

材料液分 液分 液 液分 液分 液

一一
（将）干射量主

Cコ Cコ Cコ、、 、 、
ヨヨ、己 ヨ玉、" Cコロ ーCコ 三5.

42.5 41.5 54.5 33.5 喰与7.51 65.5 

一一
216.5 228.0! l 82.5 ~il師。 128.0 蘭

一
274.01 293.5 225.0 8 253.5 l61.5 子

五百Z

jプCコuミ、jニ二C区五コ、ヨエ" 
-i::.li扇三 ；三：、ヨ~区ー五;::; 司コーープZ己ヨ、てノプ；、コEコt事. 主：・主五、〈ノョ2区、:::> コ: 

"'- ト助1プ竜一ー

1互比繭~ 去来』dーb、－プCコ、z 一；－ヘミc一コ

5.84 6.50 4.35 3.61 5.23 3.16 

第 第 第 第 第 第 原
ム，、 五 四 一
表 表 表 表 表 表 表

持
白
血
球
線
数
ト
ハ
六
回
検
査
ユ
テ
得
タ
ル
血
中
一
立
方
粍
内
白
血
球
数
ノ
総
和

ナ
リ
比
率
ト
ハ
注
射
前
白
血
球
数
ヲ
基
準
ト
セ
ル
増
減
率
ノ
六
回
検
査
－
一
於
ケ
ル
総

和
ナ
リ

第
六
巻

F『
原

著
lo....I 

訪日

官長

各種抗原液詮射量ト

喰菌子数ト／関係

（第八表参照）

第十一樹各注射抗原波注射盈

ト喰菌室事ト／関係

（第八表参照）

第十二億l

I （弓埠；ま）

λ0 0.5 

一一一→主射置。ι）

300 

200 

喰
笥
子
れ
小
I
l
l
l

J （.身、濃漁）

/O 05 

－一一－.：＞＜主射量（主匂

一
六
五

（
借
用
戒
波

九
五
〉



然
モ
施
液
ノ
抗
原
性
能
働
力
ノ
大
小
A

滅
液
ノ
毒
力
検
査
ノ
結
果
ト
喰
菌
作
用
ノ
強
弱
ト
ヨ
リ
考
察
シ
－
プ
原
・
実
雨
漏
液
ノ
毒
力
ノ
相
違
－
一

ノ
ミ
師
ス
ペ
カ
ラ
ザ
Y

コ
ト
ニ
シ
ア
、
原
油
川
液
中
－
一
A

抗
原
性
能
働
力
ヲ
阻
止
ス

Y
物
質
ノ
存
在
ス

Y

ア

y
ア
、
其
ノ
毒
カ
ト
阻
止
物
質
ト
雨

々
相
待
－
プ
喰
燈
作
用
ヲ
山
中
古
シ
一
・

O
耗
注
射

一一
－
プ
モ
三
十
分
業
椋
液

0
・
五
耗
注
射
ノ
場
合
－
一
サ
ヘ
劣
Y

ニ
至
Y

モ
ノ
ナ

y
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

即
チ
結
核
性
膿
ヨ
リ
作
レ
M
F

五
分
業
鴻
液
（
原
減
液
）
中
－
一
A

抗
原
性
能
働
力
阻
止
物
質
ア
リ
ア
、
血
行
内
へ
注
入
セ
ラ
レ
b
y
y

黄
色
稲
荷
朕

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

球
的
ノ
喰
燐
作
用
ヲ
阻
止
ス
。
而
シ
ア
斯
カ

Y

コ
ト
A

黄
色
葡
萄
蹴
球
蘭
一
一
ノ
ミ
限
定
ス
ペ
キ
こ
非
ズ
シ
ァ
、
細
雨
性
原
油
液
存
在
ノ
下
－
て
プ

、i
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A

何
ノ
前
種
タ

Y

ヲ
問
A

ズ
一
般
－
一
血
中
自
然
的
前
作
用
ガ
阻
害
セ
ラ
U
F

、
モ
ノ
ト
推
定
ス
ペ
シ
0

7

タ
此
ノ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ナ
U
F

モ
ノ
A

結

紘
前
－
一
ヨ
リ
ア
ノ
ミ
生
産
セ
ラ
Y

、
モ
ノ
ユ
非
ズ
シ
－
プ
一
切
ノ
他
ノ
病
原
蘭
－
一
ヨ

y
－
プ
モ
生
産
セ
ラ
M
F

、
毛
ノ
ナ
Y

コ

シ

。

現
ニ
余
等
月
第
一
報
以
下
第
三
報
迄
－
一
於
ア
一
一
種
ノ
列
汁
叶
陽
性
隻
球
菌
、
連
鎖
状
球
菌
、
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ノ
成
染
毛

亦
此
ノ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
存
在
ヲ
立
読
シ
得
タ
リ
。

占

ハ

、

位

相

暗

嗣

一ト
ァ
推
定
シ
得
可

ヨ
Y
膿
胸
膜
中
国
一

第

六

巻

【

原

著

〕

成

瀬

一

六

六

（

第

戒

競

九

六〉

（
四
）
各
捕
液
－
一
ヨ
M
F

附
片
的
作
用
ァ
比
岐
ス

Y

三
二
十
分
業
漏
液
注
射
ノ
場
九
日
何
レ
ノ
注
射
量
－
一
－
プ
モ
端
然
一
頭
地
ア
抜
き
プ
最
モ
強
大

ナ
グ
’
喰
前
作
用
ヲ
呈
シ
、
原
油
波
注
射
ノ
場
合
最
モ
劣
弱
－
一
シ
、
ア
百
二
十
分
提
出
減
－
一
ヨ

Y
喰
菌
作
用
A

雨
者
ノ
中
間
－
一
位
セ

y
。
市
シ
ア
三

十
分
支
崎
被
－
一
ヨ
．Y
喰
菌
作
用
寸
原
櫨
液
一
ヨ
w
y

夫
レ
ヲ
波
仰
パ
ス

Y

コ
ト
顕
著
－
一
シ
ア
、

0
・
五
托
注
射
後
ノ
喰
蘭
子
敷
及
ピ
喰
前
宰
A

何
レ

モ
原
憾
液
一
・

O
姥
注
射
後
ノ
夫
レ
ヲ
凌
駕
ス

Y
程
優
秀
ナ
リ
キ
。

（
五
）
滅
液
ノ
ミ
ノ
注
射
－
一
ヨ

Y

－
一
、
原
浦
被

A
0
・
五
括
－
一
－
プ
モ
亦
一
・

O
詑
ニ
ア
モ
明
カ
ニ
一
実
滅
液
ヨ
n
y

モ
白
血
球
過
多
ノ
程
度
強
カ
リ

キ
。
卸
チ
原
脇
被
A

実
滅
液
ヨ
リ
モ
毒
力
大
ナ
リ
ノ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
六
）
以
上
ノ
事
貰
ユ
立
脚
シ
．
原
総
液
λ

毒
力
強
大
ニ
シ
ア
然
モ
其
ノ
抗
原
性
能
働
力
最
小
ナ
w
y
u
一
反
シ

二ニ
十
分
業
滅
液
A

毒
力
運
カ
ュ
小

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ニ
シ
ア
他
方
抗
原
性
能
働
力
A

最
大
、
百
一
一
十
分
品
焔
液
A

雨
者
ノ
中
間
ノ
抗
原
性
能
働
力
ヲ
有
シ
毒
力
二
ニ
者
中
最
小
ナ
リ
ト
ノ
結
論
－
一
到

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

法
セ
ザ
山
戸
ヲ
符
ザ
Y
ナ
リ
。



1
’
誕
挺
岩
盤
雲
母
奇
特
ヘ
盤
m
n
車
出
回
生
当
ト
同
令
E
患
者
義
11
I'll
ミ
選
直
嗣
.m
It¥重
量
＇
＊
泳
、
ミ
ミ
単
’
1制
11

1琵
く

111十
・
令
~
~
醤
く
回

11
十
令
E
回
盗
品

11 
；露盤；：..
"" 
I"
ト
ミ
.
.
騎
怪
奇
11
•＼－－，黒議長ふれ理主々、

ミ
111捷

ヘ
持
田
正
媛
、
’
楓
組
提
緯
言
語
世
題
ヘ
占
王
寺
田
袋
~
鰹
母
~
1
1
同
司
会
代
総
鞠
ヘ
欝

曝
h
鑓
~
~
ミ

If
’
将
題
意
単
ヘ
留
置
学
座
く
国
話
題
堤
＂
＇
-H< 
;:, 
I'll 
'°' 
I¥'
忠’
-K

If
と‘•＼－－，’蛍

11111十
令
報
煙
運
ヘ

I）
毛
ふ
司
氏
ミ
~
~
~
a
更
く
曜

-K
11 

ふ
·
~
0
・
同
組
，
，

•
＼
－
－
，
印
医
題
鑓

1
・o
~

』l
I'll
ミ
~
揮

~E:f2!1'\
昔
話
離
が
p
、。

11
’
圃
弾
掛
起
時
艇
占
rM耳

滞
留
嬰
~
~
揺
「
謹

i_IIl'(」
健
司
匂
ス
ヘ
普
賢
長
時
ト
’
！
＜
＇
＜
く
饗
昔
話
、
，
，
，

II
I'll
ミ
吾
！
選
掛
起
告
書
挺
在
担
占
王
者
事
長
ヘ
梅
線
《
E
斗
叩
E

〉
ヘ
却
さ
宗
桐
If
恥
W
E芸
題
意
遅
刻
~
ヘ
惑
や
持

11E高
4く

II
之、

1＼
－
－
，
法
磐
爆
＇-R将

煙
草
~rn'°'w

併
宍

-K
ト
ミ

nι11'\
I時
中
官
、
。

111
’
智
週
金
と
E更

E壁
掛
躍
有
ヘ

2害
容
く
や
鰹
~
出
雲
母
語
ヘ
惜
R
ヘ
~
j
県

1J吾
争
時
代
ミ

W
ヘ

1J
~掠

II\
'K
。

E
’
担
占
当
官
f思
苦
情
ヘ
霊
峰
m
~
 E貢
ミ
醤
く
陛
器
弾
0
・
凶
器
ム
川
十
令
綿
甥
鑓

1
・o~.L-

ヘ
~
全
特
く

2堂
々
嬰
~
~
ミ

W
ヘ
ホ
ミ

11
’l11十

令
制

理
選

1
・o
~
ヘ
盤
恒
母
~
~
：
£
~
く
田
正
鵠
選
0
・
同
~
ヘ
~
極
母
E
濯
R

ヘ
11
準

11対
-t:\爪

入
ι
p
p、。

同
’
法

1
~
f
刊
紙
）
1l
群
，
，
手
足
取
や
寵
盤
盤
短
記
醤
＂
判
組
中
爪
ふ
気
ミ
「
ャ
4
'{ 
~ト入

J
~
~
瞬
く
誕
簿
記
醤

11事~
'"' 
W
怯
E
縫
＂
判
継
が
Ii¥
斗

、々
r、。

主
要
言E
献

1) 
穣
森
鑓
亀
麿
，
L
ペ
ス
ト
市
I生
，
煮
，
雨
免
疫
元
ノ
生
物
事
的
差
｝
.
：
IJ.
留
撃
中
央
雑
誌
大
正
15
年
，
第
4
7
4
披．

2) 
藤
森
箆
亀
磨
，
L
コ
レ
ラ
寸
附
＝
ヨ
ル
日
食
菌
f併

用
し
イ
ム
ペ
ヂ
ン
寸
現
象
．
東
京
醤
撃
舎
雑
誌
．
大
正
15
年
，
第
4
0
巻
第
1
1
盟主・

3) 
H
a
v
r五
n
e
k
,
M
.
,
 
I
 em
e
r
k
u
n
g
e
n
 
zu 
l'l'!
a
k
ai
'>
 Aut'ipyothe

日
pi
e.
Zentralbl. 

f. 
Chir., 
1G27. 
Nr. 
27, 
S. 
1683. 

4) 
卒
国
車
二
，
i林
的
ヲ
以
テ
セ
ル
自
然
喰
菌
作
用
L
f
ム
イ
ヂ
ン
守
現
象
／
吟
院
長
．
東
京
聖
書
感
舎
雑
誌
．
昭
和
3
年
，
第
4
2
~
善
策

1
競．

5) 
日
高
忠
男
，
連
鎖
状
球
的
ノ
血
中
自
然
日
食
菌
作
用
主
於
ケ
Jレ
L
イ
ム
イ
ヂ
γ
寸
現
象
．
東
京
軍
事
察
合
雑
誌
．
昭
和
2
年
p
第
41
!ti
き
第
日
波

6) 
l
m
a
m
a
k
i
,
 Y., 
U
c
b
e
r
 d
e
n
 biologischen 

l'nt
cr
,chi
e<l 
rn
’i、ch
叩
d
em
nati
ve
n
 u
n
d
 
gekocht
en
え
nti
g
叩
lietreffend

T
u
b
e
r
k
el
bacillen, 

Beitrage 
zur 
K
linik 
d
町

Tubercnl
v町，
lkl.
6
5
 
H
e
f
t
 4/5 
1
 !
J
27. 

7) 
猪
口
清
是
，
赤
痢
本
型
菌
＝
依
Jレ
喰
商
作
用
L
イ
ム
ペ
ヂ
ン
寸
現
象
第
一
報
．
日
本
外
科
寅
函
・
昭
和
2
年
，
第
4
念
，
第
6

競．
内）
石
本
義
憲
，
黄
色
育

i萄
状
床
医

i純
培
養
生
，
煮
，
雨
鴻
液
ガ
該
菌
ュ
聖
母
ス

Jレ
血
行
内
日
食
前
作
用
品
及
ポ
ス
影
響
．
日
本
外
科
賓
函
．
大
正

15
年
，
第

;j
~
・
第

5
t虎．

D) 
L
u
t
z
,
 K., 
l
'eber 
Ei
明
日
c1t
erbeh
an
d
h
m
g
.
D
eu
b
che 
m
e
d
.
 
W
《1chcn
sc
hr.
,
1!)26, 
Nr. 4
3
 S. 
1818. 

10
）
勝
呂
警
，
健
康
動
物
鼠
行
内
ニ
於

ケ
ル
喰
術
作
用
＝
艶
ス
ル
細
菌
純
培
養
溶
液
／
影
響
東
京
瞥
撃
舎
雑
誌
．
大
正
13
年
，
第
3
8
巻
第
2
競．

11
)
 T
o
r
i
k
a
t
a
,
 
R
.
,
 
K
o
k、topτ
五
ezipinogene

u
n
d
 

K
o
l、ioirn
m
unc.ge
e. 
B
e
rn, 
1Dl7. 

l
主）
山
本
宗
三
郎
，
肺
炎
菌
＝
関
ス
ル
日
食
菌
作
用
L
イ
ム
ペ
ヂ
ン
1
現
象
．
東
京
醤
撃
合
雑
誌
．
昭
和
2
年
，
第
41
~
き
第

4
波
．

書官
4（
~
【園芸
柳
】

過重
宗E

11H( +1 
（
総
~
讃

長
+1)



事長 i＇~ 【国語紳】 騒号室 111 iく〈 （告書被告主 将〈）

Nachweis des lmpedins im Eiter der an Pyothorax leidenden Patienten. 
IV. Mitteilung: Das lmpedin in einem durch Tuberkelbazillen 

verursachten Eiter. 

Von 

Dr. K. HIROSE. 

〔Ausdem J ,aboratorium d. lくais.chirnrg. UniversitatsklinilミzuKyoto. (Pro仁Dr.R.’rrnけ KATA）〕

Von einer seit 6 Mon礼t巴nan tulierkuliiser Pleuritis leidenden Patientin wurde mittels Punktion mit keasigen Fetzen 

vernii:ochten dunnfh.issigen Eiter gcwonnen, der sich kurturell als keimfrei envies. Von diesem Eiter stellten wir, wie 

in der I. bis III. M此eilungenvah叫 die3 Testmaterialien : 1) U叫・2)F. K. 30' uncl 3) F. K. 12o' her. Ueber die 
Iミrgebnisseder Versuche gibt die folgende Tabelle Aufschluss : 

Tcrsrnateri ~l t en Ergebrnsse 

Art Menge Phagozytat Z:1hl der Koe侃υビntLeu coη’ten 
一一一一一一一

Orig. 161,5 51120 3,16 
je 

F.1'王 301 z53,5 48500 5,23 
0,5 ccrn 

F. K. 120’ 18o,o 49800 3,l>I 

Orig. 225,0 51740 4'35 
ie 

F IC 30' 293,0 45160 6,50 
1,0 ccm 

F. K. 120' 274,0 46920 5,84 



Zusammenfassung. 

I) An der die Hyperleukozytose herbeifohrenden Eigenschaft liess sich kein grり出erUnterschied zwischen dem 

originalen (also 5 Min ten la昭 gekochten)Filtrat und den noch weiter 30 bzw. I 2::> Mim巾 nlang gekochten Filtrate孔

l王onstatieren.

2) Dagegen war die die Phagozytose おrderndeEigenschaft des originalen Filtrats bei wcitem klei町 rals die der 

gekochten Filtraten. 

3) U nter den noch weiter 30 bzw I 20 Min. Jang gekochten Filtraten ergab F K. 3o' ei1 

sen】王oe伍zientenals das r 20 Min. lang gekochtc, F. K. I 201. 

4) Daraus geht hervor, dass dem tuberkulosen Eiter, ebenso wie den dur℃h Diplokokkcn, Stはphylυkokkじnbzw. 

Streptokokken verursachten, die Eigenschaft zukommt, die Phagozytose zu hindern, ohne dass uabei die Hyperleucozy-

tose irgend wie verhindert wiire, und dass diese Eigenschaft <lurch eine 30 Min. lang dauernde Erhitzung bei IOo°C 

(im Wa悦 rbad)inal王tiviertwird, sodass Kokto~rn ti gene gegenuber Nativantigene die Phagozytose in einem weit grr.iぉcren

lVIasse fordern. 

5) Somit l王omme【1wir zum Schlus記 ， d出 <lasImp仁ιJin nicht nur bei kl.in~占tllchcn Nahrboden，詰ondピr auch bei 

infiziertピnGe＼平eben,Eitern, nachweisbar ist. 

6) Nicht nur flir die Erけrter,.ngder Immunitzit, sondern auch fur die der l'atho’ogie spezifischer Entzlinclungen 

darf also clas Impじdinnicht unberlicksichtigt bleiben (Autoreたrat).

奇襲~（唱。 【園長 柳】 世軍 需要 1111く長 （終極意書 4宅守宅〉


